
45年の歴史を持つ黒石団地区は、初

期の開発造成地の一区画に、蓋のない

側溝が残っていました。近年は、住宅

地の排水施設の整備が進み、安全面か

らも蓋付き側溝が敷設されてきました。

住環境の平等化と、隣接区の発足に

よって、通学児童、生徒をはじめ、歩

行者や自転車、車両の往来が増えたこ

とによる転落防止のために住民要望が

上がり、５年に亘り市に要望を続けて、

待望の工事が完了しました。

重点要望項目の蓋なし側溝が
改良されました【東組】

3/4

５班

６班・７班

BEFORE

３
月
３
日

第
８
回
黒
石
団
地
区

総
合
防
災
訓
練
実
施

１
台
分

１
台
分

１
台
分

◆熊本震災パネル展
防災士による啓発展

8：00 訓練発災放送後、役員参集
本部長⇒各組長へ安否確認指示

班長⇒組長へ安否確認報告

炊き出し訓練(公民館調理
室）

放水ホース接続訓練長期保存型備蓄食の炊き出し

詳しい心肺蘇生法は、日本赤十字社の
ＨＰから「一次救命処置の手順」で確認
することができます

◆心肺蘇生&ＡＥＤ講習
日赤救急法指導員

水消火器取扱い訓練

自
治
会
自
主
防
災
組
織
に
よ
る

住
民
総
参
加
型
の
総
合
防
災
訓
練

を
雨
模
様
の
中
、
実
施
し
ま
し
た
。

８
時
、
訓
練
発
災
放
送
が
あ
り
、

役
員
が
自
宅
か
ら
公
民
館
に
向
か

う
、
実
際
を
想
定
し
た
災
害
対
策

本
部
開
設
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
➊
組
長
の
防
災
無
線

設
備
を
使
っ
た
安
否
確
認
実
施
放

送
を
機
に
、
現
・
新
班
長
は
各
戸

の
安
否
確
認
を
行
い
組
長
へ
報
告
、

❷
組
長
は
無
線
機
を
使
っ
て
本
部

へ
報
告
、
➌
本
部
は
報
告
を
ま
と

め
全
住
民
の
安
否
状
況
掌
握
、
と

い
う
手
順
を
確
認
し
ま
し
た
。

次
に
、
❹
各
組
別
に
消
火
栓
の

取
扱
い
訓
練
（
防
災
顧
問
・
組

長
・
班
長
）
、
❺
公
設
消
防
団
に

よ
る
放
水
ホ
ー
ス
接
続
及
び
水
消

公民館駐車場
カーポート設置

自治会保有の青パト車の長期耐用の

ため、設置しました。イベント時の代

用テントとしての活用を見込み、一面

記事の総合防災訓練の際は、対策本部

を設置しました。駐車台数は従来通りです。
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AFTER

「
我
が
家
は
全
員
無
事
で

す
！
」
を
表
示
す
る
白
い

タ
オ
ル
運
動
は
、
４
年
前

か
ら
導
入
し
、
安
否
確
認

が
短
時
間
で
済
む
利
点
が

あ
り
ま
す
。

今
回
の
白
い
タ
オ
ル
表

示
は
、
60
％
、
全
住
民
の

安
否
確
認
に
要
し
た
時
間

は
、
約
1
時
間
で
し
た
。

実
際
の
被
災
時
に
、
白

い
タ
オ
ル
表
示
が
行
え
る

よ
う
に
生
か
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

代表例

BEFORE

電線に被さっていた高木が
伐採されました【黒石公園】

2/28

電線が、分岐交差しているため、枝葉の

伸長繁茂による剪定作業が多くなったり、

強風時に枝が折れる恐れがあったりするな

ど住民生活への影響を考慮して、公園内の

４本の高木が伐採されました。

BEFORE AFTER
(左の写真の反対側から撮影)

BEFORE

AFTER

AFTER

発行責任者

黒石団地区自治会

区長 阪口隆利

編集者

河添洋子

1
point

児童公園の 使われなくなった
砂場が撤去されました【５ケ所】

数年前から、これらの砂場には
猫のフン苦情がありました。その
影響もあり近年は子どもが砂場で
遊ぶ姿が見られなくなりました。
一つの公園管理団体から、砂場の
ままでは、フンを取り除いたり、
硬くなった砂をほぐしたり、入れ
替えたりする作業があるため、使
われないのであればと、撤去要望
が出ましたので、類似の公園を含
めて意向を確認し、市との協議を
経て撤去に至りました。今後は、
公園の美化清掃を維持して、住民
の憩いの場となりますように。
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BEFORE

AFTERBEFORE

代表例

AFTER

器
を
使
っ
た
初
期
消
火
訓
練
（
行

事
部
・
希
望
者
）
❻
婦
人
部
に
よ

る
保
存
食
の
炊
き
出
し
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
日
赤
救
急
指
導
員
を
要

請
し
て
、
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

取
扱
い
講
習
会
を
行
い
、
黒
石
団

地
在
住
の
防
災
士
に
よ
っ
て
熊
本

地
震
パ
ネ
ル
展
や
県
提
供
簡
易
ト

イ
レ
の
配
布
が
あ
り
ま
し
た
。

―１― ― ４―



■

婦
人
部

部
長

青
山

智
子

昨
年
４
月
、
何
で
も
や
っ

て
み
よ
う
と
引
き
受
け
た
部

長
。
そ
の
時
抱
い
て
い
た
不

安
は
、
婦
人
部
の
皆
様
の
温

か
い
ご
協
力
で
消
え
、
や
り

通
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

夏
祭
り
は
、
と
て
も
暑
く
、

敬
老
会
は
残
念
な
が
ら
中
止
。

餅
つ
き
は
大
勢
の
人
に
来
て

い
た
だ
き
、
年
末
夜
警
は
、

寒
い
中
な
の
に
元
気
に
巡
回
。

ど
ん
ど
や
は
、
ぜ
ん
ざ
い
が

足
り
る
か
ハ
ラ
ハ
ラ
、
防
災

訓
練
は
、
ご
飯
が
炊
け
る
か

心
配
。
ど
の
行
事
も
私
の
拙

い
指
示
で
動
い
て
く
だ
さ
っ

た
婦
人
部
の
方
々
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

■

中
組

組
長古

瀨

武
美

組
長
在
籍
二
年
を
経
過
し
、

業
務
内
容
を
理
解
し
、
役
割
、

手
順
を
円
滑
に
進
め
る
事
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
次
年
度
新
組
長
に

引
き
継
ぐ
予
定
で
い
ま
し
た

が
、
来
年
度
の
改
編
に
備
え

て
、
中
組
は
特
に
多
く
の
世

帯
が
東
西
南
北
の
組
に
編
入

す
る
改
正
案
が
あ
り
、
組
長

と
し
て
改
編
業
務
に
携
わ
る

責
任
を
感
じ
、
新
年
度
一
年

留
年
し
て
、
組
長
業
務
に
専

念
し
、
再
来
年
度
に
引
き
継

ぐ
つ
も
り
で
す
。
今
後
と
も

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

■

安
全
担
当
副
区
長

塚
本

正
昭

総
合
防
災
訓
練
で
は
、
防

護
委
員
、
行
事―

婦
人
部
員
、

防
災
顧
問
、
公
設
消
防
団
並

び
に
民
生
委
員
・
防
災
士
の

皆
様
の
ご
支
援
に
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

雨
の
中
、
安
否
確
認
・
消

火
栓
取
扱
い
訓
練
・
初
期
消

火
訓
練
、
放
水
訓
練
の
実
施
、

熊
本
地
震
パ
ネ
ル
展
、
保
存

食
、
簡
易
ト
イ
レ
紹
介
、
ま

た
、
日
赤
指
導
員
に
よ
る
救

急
救
命
法
＋
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
と

充
実
し
た
訓
練
で
し
た
。

自
助
・
共
助
に
よ
っ
て
、

自
主
防
災
組
織
活
動
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

■

総
務
担
当
副
区
長

高
良

利
信

総
務
の
業
務
は
、
①
会
議

関
係
（
総
会
、
役
員
会
、
組

長
班
長
合
同
会
議
）
の
準
備

進
行
、
②
要
望
事
項
の
実
現

化
推
進
、
③
役
員
・
役
職
名

簿
管
理
、
④
検
討
課
題
の
推

進
な
ど
で
す
。
本
年
度
は
、

「
積
立
金
運
用
」
と
「
組
織

改
編
」
の
二
つ
の
課
題
解
決

の
推
進
役
と
し
て
多
く
の
関

係
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

有
識
者
懇
談
会
、
役
員
会
、

組
織
改
編
検
討
チ
ー
ム
会
議

に
お
い
て
、
多
大
な
ご
支
援

を
頂
き
一
定
の
成
果
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
深
く

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

■

東
組

組
長庄

屋

弘
和

私
事
で
す
が
、
夏
祭
り
開

催
中
に
体
調
を
崩
し
て
途
中

で
帰
宅
し
、
そ
の
後
入
院
す

る
こ
と
に
な
り
、
皆
様
方
に

多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
。
２
週
間
後
、
退
院
、

リ
ハ
ビ
リ
の
後
復
帰
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
健
康
管

理
に
は
、
十
分
気
を
付
け
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

組
織
改
編
検
討
チ
ー
ム
が

９
月
に
結
成
さ
れ
４
回
の
審

議
を
行
い
「
２
年
計
画
の
概

要
」
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
各
班
長
さ
ん
と
話

し
合
い
、
計
画
の
流
れ
を
説

明
し
、
ご
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

―３― ―２―

■

北
１
組
長

河
添

洋
子

組
長
二
年
目
は
、
総
務
班

で
敬
老
会
の
名
簿
作
成
や
案

内
配
付
、
中
止
後
の
業
務
等

に
携
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

組
長
の
日
常
業
務
で
は
、
近

隣
の
方
の
お
力
を
い
た
だ
き

つ
つ
、
枯
れ
葉
清
掃
や
除
草

作
業
な
ど
行
う
内
、
お
顔
見

知
り
が
増
え
、
繋
が
り
を
感

じ
た
一
年
で
し
た
。

組
織
改
編
で
は
、
合
併
案

に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
参
考

に
、
今
後
も
協
議
を
重
ね
、

各
世
代
を
熟
慮
し
、
平
準
的

な
班
構
成
を
目
指
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

■

北
２
組

組
長

中
村

勝
美

何
と
な
く
引
き
受
け
た
組

長
で
し
た
が
、
こ
の
一
年
は

組
織
改
編
も
あ
り
会
議
が
多

か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

一
年
を
過
ぎ
自
治
会
の
現

状
も
把
握
で
き
次
年
度
は
少

し
は
お
役
に
立
て
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
組
織
改
編
の
中
で
、

北
２
組
で
も
、
二
つ
の
班
の

戸
数
増
の
方
針
で
す
が
、
現

状
の
ま
ま
で
良
い
等
、
様
々

な
意
見
が
あ
り
ま
す
。
役
員

の
負
担
の
平
準
化
、
高
齢
化

に
よ
る
班
内
の
戸
数
確
保
等

の
課
題
解
決
に
向
け
て
住
民

全
体
で
協
力
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■

行
事
部

部
長

稲
葉

憲
昭

一
年
を
振
り
返
る
と
、
な

か
な
か
大
変
で
し
た
。
各
種

行
事
に
参
加
し
て
、
行
事
部

員
の
個
人
の
都
合
や
年
配
に

な
ら
れ
て
出
ら
れ
な
か
っ
た

り
と
、
足
並
み
が
揃
わ
ず
、

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

団
地
も
年
齢
層
が
上
が
っ

て
き
ま
し
た
。
一
人
一
役
で

無
理
し
な
い
で
行
事
に
参
加

し
て
団
地
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
自
分
で
で
き
る
範
囲

で
、
こ
れ
か
ら
も
お
手
伝
い

を
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

行
事
部
の
皆
様
、
一
年
間
ご

協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成３０年度役員

小中学生登校見守りと防犯活動紹介
【防犯パトロール隊】

… 8

… 3

…

5 6

… 3

8 9

●登校日７：００頃、カーブ
ミラーの鏡面を拭きます。

●７：２０頃から登校する児童・生徒が増え始めます。→

●「いつもありがとう」「おはよう」笑顔いっぱいの言葉のキャッチボール。

きびきびと明快な
旗さばきが、子ど
も達の安心安全
を見守ります

■

広
報
委
員
長

河
添

洋
子

区
報
の
取
材
対
象
は
、
年

間
４
回
の
資
源
物
回
収
や
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
、
交

通
安
全
や
防
犯
・
防
災
、
住

民
要
望
項
目
の
実
施
、
夏
祭

り
や
秋
の
企
画
展
、
ど
ん
ど

や
な
ど
の
諸
行
事
で
し
た
。

Ｈ
Ｐ
の
写
真
集
作
成
で
気

づ
い
た
こ
と
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々

が
各
所
で
、
そ

の
英
知
と
時
間

を
注
い
で
お
ら

れ
る
こ
と
で
し

た
。

■

行
事
担
当
副
区
長

林
田

豊
司

行
事
担
当
と
し
て
、
夏
祭

り
、
敬
老
会
を
始
め
、
行
事

部
・
婦
人
部
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
有
志
の
皆
様
に
支
え
ら
れ

て
、
順
調
に
行
事
を
推
進
す

る
こ
と
が
で
き
、
沢
山
の
地

域
住
民
の
方
た
ち
と
仲
良
く

な
れ
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、

副
区
長
と
し
て
活
躍
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
若
い
方
の

支
援
も
必
要
で
す
。
積
極
的

に
行
事
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
さ
ら
に
行
事
が
楽
し
い

と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

■

会
計
長

富
田

健
治

４
月
か
ら
、
昼
間
は
畑
で

鍬
を
持
ち
、
夜
は
苦
手
な
計

算
業
務
と
い
う
、
定
年
後
に

描
い
て
い
た
悠
々
自
適
と
は

程
遠
い
年
で
し
た
。

自
治
会
会
計
は
、
現
金
主

義
で
す
の
で
、
夜
な
夜
な
小

■

西
組

組
長竹

内

一
臣

資
源
物
回
収
、
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
、
自
治
会
の
年
間
行

事
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
、

地
区
の
た
め
に
時
間
と
能
力

を
用
い
て
生
き
生
き
と
働
い

て
お
ら
れ
る
多
く
の
善
意
の

方
々
と
出
会
う
機
会
を
与
え

ら
れ
ま
し
た
。
先
輩
た
ち
が

残
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

精
神
が
、
若
い
人
達
に
受
け

継
が
れ
、
心
の
中
に
植
え
付

け
ら
れ
て
い
る
の
を
見
ま
す
。

よ
り
住
み
よ
い
団
地
と
な

る
よ
う
に
、
将
来
を
考
え
て

提
案
さ
れ
た
組
織
改
編
が
、

丁
寧
か
つ
十
分
に
論
議
さ
れ

て
、
地
域
の
成
長
の
糧
と
な

る
よ
う
に
誠
意
を
も
っ
て
取

り
組
み
ま
す
。

■

公
民
館
主
事荘

口

雄
二

は
や
二
年
。
ま
ず
は
、
公

民
館
利
用
者
が
困
ら
ぬ
よ
う

に
と
心
掛
け
ま
し
た
。
事
務

室
利
用
者
に
対
し
て
は
、
印

刷
機
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
用

紙
の
補
給
、
ま
た
、
各
部
屋

の
有
効
活
用
の
た
め
月
利
用

予
定
一
覧
の
作
成
（
Ｈ
Ｐ
へ

の
掲
載
含
む
）
で
す
。

■

南
１
組

組
長

吉
村

章
志

今
年
度
は
、
行
事
の
日
に

雨
が
降
る
こ
と
が
多
い
一
年

で
し
た
。
そ
ん
な
雨
の
中
で

も
毎
朝
行
わ
れ
る
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
の
皆
さ
ん
の
働
き
に

は
、
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

気
が
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で

多
く
の
活
動
が
な
さ
れ
、
黒

石
団
地
が
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
自
治
会
活
動
に
参
加

し
て
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

私
も
微
力
な
が
ら
活
動
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
組

織
改
編
に
お
け
る
提
案
も
新

南
１
組
の
班
長
各
位
に
は
、

ほ
ぼ
了
承
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
一
年
を
終
え
る
こ
と
が

出
来
ま
す
こ
と
を
感
謝
い
た

し
ま
す
。

■

南
２
組

組
長

佐
藤

郁
雄

今
年
度
、
初
め
て
南
２
組

長
と
し
て
自
治
会
の
運
営
に

参
加
し
ま
し
た
が
、
自
治
会

行
事
の
計
画
・
運
営
は
思
っ

て
い
た
以
上
に
過
密
で
あ
り
、

役
員
の
方
達
は
、
熱
心
に
活

動
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。

現
在
組
織
改
編
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
１
月
２
５
日
に

班
長
会
議
を
開
き
、
関
係
す

る
南
１
・
２
組
の
班
長
へ
、

南
１
組
と
の
班
の

再
構
成
に
伴
う
改

正
案
を
説
明

し
、
意
見
を

求
め
ま
し
た
。

1年を振り返って

■

区
長

阪
口

隆
利

二
年
目
を
迎
え
た
三
副
区

長
制
の
定
着
を
基
本
に
し
た

区
長
と
し
て
の
役
割
は
、
ま

ず
、
市
と
の
橋
渡
し
役
（
嘱

託
員
）
と
し
て
、
各
種
申
請

報
告
や
協
議
会
・
来
賓
出
席

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
次
に
、

自
治
会
長
と
し
て
、
役
員
の

困
り
事
や
質
問
に
答
え
た
り

各
行
事
の
区
長
挨
拶
、
自
主

防
災
組
織
本
部
長
役
な
ど
を

果
た
し
た
り
し
ま
し
た
。

活
動
内
容
は
随
時
更
新
も

兼
ね
て
団
地
Ｈ
Ｐ
「
区
長
月

報
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

区
長
大
変
の
印
象
を
与
え
な

い
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た

② ①

③④

銭
を
数
え
、
袋
詰
め
を
す
る

作
業
と
な
り
ま
す
。
毎
日
少

し
ず
つ
コ
ツ
コ
ツ
と
。

歴
代
の
会
計
長
の
お
陰
で

事
務
は
誠
に
ス
ム
ー
ズ
で
、

ど
う
に
か
総
会
を
迎
え
る
事

が
出
来
そ
う
で
あ
り
ま
す
。

諸
先
輩
に
感
謝
。

⑤

公
民
館
利
用
で
は
、
総
会
、

夏
祭
り
・
秋
の
企
画
展
・
餅

つ
き
大
会
・
年
末
夜
警
な
ど

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
係
分
担
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
お
手
伝
い
が
少
し
は
出

来
た
で
し
ょ
う
か
。

公
民
館
は
、
自
治
会
員
の

も
の
で
す
。
大
い
に
利
用
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑥

①② ③ ④⑤⑥


